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これまでの検討と今後のスケジュール（１/２）

◼ これまでの検討と今後のスケジュールは以下のとおり。

◼ 第５回終了後も本検討会を存置し、SHK制度の算定方法について必要に応じて随時
議論していく。

【第１回（１月17日）】※済
◼ 温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度における算定方法の論点について
◼ 非化石証書の需要家直接購入の扱いについて

【第２回（３月17日）】※済
◼ 今後の検討の進め方について
◼ 温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度における算定方法と他の算定基準の関係について
◼ 温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度における制度の対象範囲・算定対象活動・排出係数の
見直しについて

【第３回（６月28日）】※済
◼ 本制度の対象範囲・算定対象活動・排出係数の見直しについて（状況報告）
◼ 本制度で活用できるカーボン・クレジット等について（討議）
◼ 本制度におけるガス事業者別排出係数・熱供給事業者別排出係数の導入について（討議）
◼ 電気の使用に伴う排出量の算定方法について（討議）
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これまでの検討と今後のスケジュール（２/２）

【第４回（９月12日）】 ※本日
◼ 電気の使用に伴う排出量の算定方法について
◼ 本制度で活用できるカーボン・クレジットについて
◼ 省エネ法改正を受けた対応について
◼ GHGプロトコルと整合した算定への換算方法について

【第５回（11月頃）】
◼ 中間取りまとめ（案）

⇒政令・省令等の改正、マニュアルの改定、事業者への周知
⇒令和６年報告（＝令和５年度排出量の報告）より見直し後の算定方法を適用予定


